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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第138期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第139期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第138期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 4,043 5,015 18,420

経常損失（△）（百万円） △857 △366 △2,211

四半期（当期）純損失（△）（百万円） △1,591 △893 △339

純資産額（百万円） 693 1,025 1,915

総資産額（百万円） 21,119 20,421 21,730

１株当たり純資産額（円） 16.76 28.70 58.35

１株当たり四半期（当期）純損失金額（△）（円） △52.96 △29.73 △11.30

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） - - -

自己資本比率（％） 2.4 4.2 8.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,408 79 △786

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△77 △223 5,441

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,244 △1,419 △3,285

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 1,908 1,957 3,516

従業員数（人） 574 501 507

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標については記載しておりま

せん。

　　　　２．売上高には消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 501 　

（注）従業員数は就業人員であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 251 　

(注）従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　
　　前年同四半期比（％）　

　

鉄鋼製品事業（百万円） 3,698 113.2

モーターサイクル関連部品事業（百万円） 857 119.5

合計（百万円） 4,556 114.3

　（注）１．金額は製造原価によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

        ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（百万円）
前年同四半期比
（％）

受注残高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

鉄鋼製品事業 4,025 119.7 1,389 111.6

モーターサイクル関連部品事業 662 78.9 － －

合計 4,688 111.5 1,389 87.4

　（注）１. モーターサイクル関連部品事業は事業整理のため、受注残高は「－」としております。　

　　　　２. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　
　　前年同四半期比（％）　

　

鉄鋼製品事業（百万円） 3,948 128.1

モーターサイクル関連部品事業（百万円） 975 111.5

不動産事業（百万円） 91 105.1

合計（百万円） 5,015 124.0

　（注）１．セグメント間の取引につきましては相殺消去しております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

   （子会社の会社分割（吸収分割）ならびに事業承継孫会社２社の株式の譲渡について） 

　当社及び当社子会社である株式会社アールケー・エキセル（以下RKエキセル）は平成22年５月14日開催の取締役会

において、平成22年７月１日を効力発生日として、RKエキセルを吸収分割の方法により会社分割し、リム事業部門をRK

エキセルの100％子会社（当社の孫会社）であるエキセルリム株式会社へ、チェーン事業部門をRKエキセルの100％子

会社（当社の孫会社）であるアールケー・ジャパン株式会社へそれぞれ承継させることを決議し、同日付けでRKエキ

セルとエキセルリム株式会社ならびにアールケー・ジャパン株式会社との間の吸収分割契約を締結いたしました。 

　また、当社及びRKエキセルは平成22年５月14日開催の取締役会において、本件会社分割によりリム事業部門を承継す

るエキセルリム株式会社の発行済株式の全部をRKエキセルからMW Italia S.p.Aへ、また、チェーン事業部門を承継す

るアールケー・ジャパン株式会社の発行済み株式のうち90％をRKエキセルからKilang Rantai S.A. Sdn. Bhd. へそ

れぞれ会社分割の効力発生を条件として譲渡することを決議し、同日付けで上記各株式譲渡に係る株式譲渡契約を締

結いたしました。

　

会社分割および株式譲渡の概要は次のとおりであります。 

(1）会社分割の目的
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　連結グループ経営の効率化および財務基盤の強化を図るため経営資源を鉄鋼製品事業に集中することとし、RKエキ

セルのリムおよびチェーン事業については、同社がこれまで培ってきた事業資産を新たな株主のもとで継承・発展

させる観点から、本件会社分割および承継会社２社の株式譲渡を行うものであります。

(2）会社分割の方法

　RKエキセルを分割会社とし、エキセルリム株式会社をリム事業の承継会社とし、アールケー・ジャパン株式会社を

チェーン事業の承継会社とする分社型吸収分割（物的分割）方式

(3）分割期日

　平成22年７月１日

(4）本件会社分割に係る割当ての内容

　①エキセルリム株式会社を承継会社とするリム事業に係る会社分割

　　本件会社分割に伴い、エキセルリム株式会社が発行する普通株式99,999株をRKエキセルに対して割り当て

　交付します。

　②アールケー・ジャパン株式会社を承継会社とするチェーン事業に係る会社分割 

　　本件会社分割に伴い、アールケー・ジャパン株式会社が発行する普通株式999株をRKエキセルに対して割り

　当て交付します。

 

(5）分割する事業部門の経営成績

　①リム事業部門

 
平成22年３月期
部門実績（a)　

平成22年３月期
RKエキセル実績（b）　

比率（a／b)
　

売上高 1,496百万円　 3,474百万円　  43.1％

    分割する資産、負債の状況（平成22年３月31日現在）

資産 金額（百万円） 負債 金額（百万円）

流動資産  467 流動負債  222

固定資産  806 固定負債  124

合計  1,273 合計  347

　

②チェーン事業部門 

 
平成22年３月期
部門実績（a)　

平成22年３月期
RKエキセル実績（b）　

比率（a／b)
　

売上高 1,978百万円　 3,474百万円　  56.9％

    分割する資産、負債の状況（平成22年３月31日現在）

資産 金額（百万円） 負債 金額（百万円）

流動資産 1,157流動負債  528

固定資産  549 固定負債  183

合計  1,706 合計  711

　

　

(6）本件会社分割後の当事会社の概要

①　エキセルリム株式会社　

代 表 者　　代表取締役　保倉　裕

住　　所　　東京都江東区大島３―７―１７

資 本 金　　10百万円

事業内容　　リムの製造販売等

　

②　アールケー・ジャパン株式会社　

代 表 者　　代表取締役　小林　徹

住　　所　　埼玉県熊谷市冑山668

資 本 金　　20百万円

事業内容　　チェーンの製造販売等

　

(7）株式譲渡について
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　本件会社分割によりリム事業部門を承継するエキセルリム株式会社の発行済株式の全部をRKエキセルからMW 

Italia S.p.Aへ、また、チェーン事業部門を承継するアールケー・ジャパン株式会社の発行済み株式のうち90％をRK

エキセルからKilang Rantai S.A. Sdn. Bhd.へそれぞれ譲渡する旨の株式譲渡契約を平成22年５月14日付けで締結

いたしました。 
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

 （1）業績の状況　

  当第１四半期連結会計期間のわが国経済は、輸出関連を中心とした企業業績の回復を背景に、一部景気の悪化

に底打ちの兆しが見られたものの、欧州諸国の財政問題の影響による混乱が新たな懸念要因となり、円高や株安

の傾向が強まり、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

      鉄鋼業界においては、粗鋼生産量は回復基調にあるものの、金融危機前の水準には戻っておらず、ステンレス　　

　　鋼分野においても、内需は力強さに欠け、輸出も市況低迷や円高進行により厳しい状況が続いております。

      このような経済状況に対処すべく、当社グループは、鉄鋼製品事業においては、昨年度断行した構造改革によ　　

　　り身軽な体制で、特長商品・サービスの拡充・拡販に取り組んでまいりましたが、需要回復のテンポが想定より　　

　  遅く、厳しい状況が続いております。またモーターサイクル関連部品事業においては、子会社の会社分割（吸収分

割）ならびに事業承継孫会社２社の株式譲渡の手続きを進めました。

　　　その結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は5,015百万円（前年同期比24.0％増）、営業損失341百万円　　

　　（前年同期営業損失800百万円）、経常損失366百万円（前年同期経常損失857百万円）となりました。

　　　これに、上記記載の会社分割ならびに株式譲渡に伴う事業整理損608百万円等の特別損失及び法人税等調整額　

　　等が加わり、四半期純損失は893百万円（前年同期四半期純損失1,591百万円）となりました。

　

 　　　 セグメントの業績は次のとおりであります。

鉄鋼製品事業

　当社グループの主要事業である鉄鋼製品事業においては、ステンレス冷延からの撤退とみがき帯鋼事業の本社

工場への集約等の構造改革により身軽な体制となったものの、需要回復のテンポが想定より遅く、売上高、利益面

ともに厳しい状況が続いております。

　その結果、事業全体の売上高は3,948百万円、経常損失は252百万円となりました。

　

モーターサイクル関連部品事業

モーターサイクル関連部品事業においては、主力とする日米欧市場の需要は底を打ったものの、回復の力は弱

く、国内及び欧米市場の需要が回復せず、業績の低迷が続いております。

  その結果、事業全体の売上高は975百万円、経常損失は184百万円となりました。

不動産事業

不動産事業の業績は安定的に推移し、売上高は91百万円、経常利益は70百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,957百万円となり、前

連結会計年度末に比べ1,559百万円減少いたしました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は79百万円（前年同期は1,408百万円の使用）となりました。これは主に、税金等

調整前四半期純損失997百万円に対し、事業整理損608百万円、減価償却費192百万円、売上債権の減少117百万円に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は223百万円（前年同期比145百万円増）となりました。これは主に有形固定資産

の取得による支出227百万円によるものであります。

  （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　 財務活動の結果減少した資金は1,419百万円（前年同期は1,244百万円の獲得）となりました。これは主に短期借

入金の減少と長期借入金の返済によるものであります。
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　　 （3）事業上及び財務上の対処すべき課題

      当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 （4）研究開発活動

　　　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、13百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

                 普通株式 120,320,000

計 120,320,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

   普通株式     30,080,000     30,080,000　　
    東京証券取引所

    （市場第二部）

単元株式数　

1,000株

計     30,080,000     30,080,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年４月１日～　

　平成22年６月30日
－　 30,080 －　 1,504 －　 －　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       34,000－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   29,948,000 29,948 －

単元未満株式 普通株式       98,000－
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 30,080,000 － －

総株主の議決権 － 29,948 －

　（注）「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数２個）含まれて

おります。

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

高砂鐵工株式会社
東京都板橋区新河岸

一丁目１番１号
34,000 － 34,000 0.11

計 － 34,000 － 34,000 0.11

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円）     88     82     77

最低（円）     72     55     66

　（注）　上記は東京証券取引所市場第二部における市場相場であります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,055 3,614

受取手形及び売掛金 4,105 4,220

商品及び製品 2,159 2,349

仕掛品 1,393 1,509

原材料及び貯蔵品 1,261 1,049

その他 1,582 1,378

貸倒引当金 △3 △4

流動資産合計 12,552 14,118

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 2,262

※1
 2,285

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 4,369

※1
 4,189

その他（純額） ※1
 807

※1
 695

有形固定資産合計 7,440 7,169

無形固定資産

のれん 59 67

その他 67 70

無形固定資産合計 126 137

投資その他の資産

その他 315 319

貸倒引当金 △14 △15

投資その他の資産合計 301 304

固定資産合計 7,868 7,612

資産合計 20,421 21,730
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,679 5,746

短期借入金 5,518 5,774

未払法人税等 18 45

設備関係支払手形 2,215 1,950

賞与引当金 194 100

事業再構築引当金 41 53

事業整理損失引当金 486 －

その他 1,985 1,903

流動負債合計 16,141 15,576

固定負債

長期借入金 1,516 2,668

退職給付引当金 1,109 1,101

役員退職慰労引当金 86 132

資産除去債務 29 －

その他 513 336

固定負債合計 3,254 4,239

負債合計 19,395 19,815

純資産の部

株主資本

資本金 1,504 1,504

利益剰余金 △625 267

自己株式 △5 △5

株主資本合計 873 1,766

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △0 3

為替換算調整勘定 △10 △16

評価・換算差額等合計 △10 △13

少数株主持分 162 161

純資産合計 1,025 1,915

負債純資産合計 20,421 21,730
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 4,043 5,015

売上原価 4,210 4,730

売上総利益又は売上総損失（△） △166 285

販売費及び一般管理費 ※1
 634

※1
 626

営業損失（△） △800 △341

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 3 1

受取技術料 14 20

助成金収入 17 11

その他 8 8

営業外収益合計 46 41

営業外費用

支払利息 94 56

その他 9 10

営業外費用合計 103 67

経常損失（△） △857 △366

特別損失

固定資産除却損 13 －

工場再編費用 ※2
 0 －

事業再構築費用 ※3
 1,669 －

事業整理損 － ※4
 608

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22

特別損失合計 1,683 630

税金等調整前四半期純損失（△） △2,541 △997

法人税、住民税及び事業税 14 13

法人税等調整額 △968 △113

法人税等合計 △954 △100

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △897

少数株主利益又は少数株主損失（△） 4 △3

四半期純損失（△） △1,591 △893
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,541 △997

減価償却費 214 192

売上債権の増減額（△は増加） △186 117

たな卸資産の増減額（△は増加） 775 99

仕入債務の増減額（△は減少） △1,659 11

有形固定資産除却損 13 0

工場再編費用 0 －

事業再構築費用 1,669 －

事業整理損失 － 608

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22

退職給付引当金の増減額（△は減少） 22 7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 △46

賞与引当金の増減額（△は減少） 93 94

未収入金の増減額（△は増加） 118 20

未払費用の増減額（△は減少） 53 61

受取利息及び受取配当金 △5 △1

支払利息 94 56

その他 △4 △31

小計 △1,340 216

利息及び配当金の受取額 5 1

利息の支払額 △89 △51

法人税等の支払額 △15 △40

法人税等の還付額 32 －

工場再編に伴う支出 △0 △11

事業再構築に伴う支出 － △35

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,408 79

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △155 △227

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

その他 78 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △77 △223

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,567 △832

長期借入れによる収入 300 －

長期借入金の返済による支出 △592 △580

リース債務の返済による支出 △8 △6

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △23 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,244 △1,419

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △235 △1,559

現金及び現金同等物の期首残高 2,143 3,516

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,908

※
 1,957
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する

事項の変更

     資産除去債務に関する会計基準の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これにより、営業損失、経常損失が0百万円、税金等調整前四半期純損失は、22百万円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は28

百万円であります。

　

【表示方法の変更】
 

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結貸借対照表）　

　前第１四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「設備関係支払手形」

は負債及び純資産の合計額の100分の10を超えたため、当第１四半期連結会計期間より区分掲記することとしまし

た。なお、前第１四半期連結会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「設備関係支払手形」は562百万円であ

ります。　

　

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。
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【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（事業整理損失引当金）

　モーターサイクル関連部品事業の事業整理に伴う損失の発生に備えるため合理的に見込まれる金額を計上して

おります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、12,001百万円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、11,794百万円で

あります。

　２．受取手形割引高は、770百万円であります。 　２．受取手形割引高は、400百万円であります。

　  

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要なものは次のとお

りであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要なものは次のとお

りであります。

製品発送費 112百万円

従業員給与 115百万円

賞与引当金繰入額 47百万円

退職給付引当金繰入額 39百万円

役員退職慰労引当金繰入額 8百万円

製品発送費 141百万円

従業員給与 111百万円

賞与引当金繰入額 45百万円

退職給付引当金繰入額 43百万円

　 　

　

※２．工場再編費用のうち主要なものは次のとおりであり

ます。

撤去費用他 0百万円

　

　

※２．　　　　　　────────

　

※３．事業再構築費用のうち主要なものは次のとおりであ

ります。

減損損失 1,398百万円

廃止設備解体撤去費用 200百万円

　

　────────

　

　

※３．　　　　　　────────

　

　

　

　　

※４．事業整理損のうち主要なものは次のとおりでありま

す。

事業整理損失引当金繰入額　 486百万円

　     

　

EDINET提出書類

高砂鐵工株式会社(E01275)

四半期報告書

19/25



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,996百万円

預入期間が６ヵ月を超える定期預金 △88百万円

現金及び現金同等物 1,908百万円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,055百万円

預入期間が６ヵ月を超える定期預金 △98百万円

現金及び現金同等物 1,957百万円

 

（株主資本等関係）

　　　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至　　平

成22年６月30日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 30,080千株 　

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 　　38千株 　

　３．配当に関する事項

 該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
鉄鋼製品事
業
（百万円）

モーターサ
イクル関連
部品事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 3,082 874 87 4,043 － 4,043

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
0 － 8 8 (8) －

計 3,082 874 95 4,052 (8) 4,043

営業利益又は営業損失（△） △686 △191 76 △800 － △800

　  （注）事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

　当社グループが営んでいる事業は、当社を中心に連結子会社における当社製品の販売、一部製品の製造及び

部品の供給等、ほぼ同系列の事業内容であるので、製品の種類、性質及び製造方法の類似性に基づき、冷延ス

テンレス鋼帯、めっき鋼帯、みがき帯鋼、みがき特殊帯鋼及びステンレス加工製品等の鉄鋼製品事業、チェー

ン、リム等のモーターサイクル関連部品事業、不動産事業に区分しております。

また、これら事業区分に属する主要な製品は次のとおりであります。

事業区分 主要製品

鉄鋼製品 冷延ステンレス鋼帯、めっき鋼帯、みがき帯鋼、みがき特殊帯鋼、ステンレス加工製品等

モーターサイ

クル関連部品
チェーン、リム等

不動産 不動産賃貸等

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至　平成21年6月30日）

　　　　 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報　　の

記載を省略しております。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 東南アジア 欧州 北米 その他 合計

Ⅰ．海外売上高（百万円） 198 252 183 48 681

Ⅱ．連結売上高（百万円） － － － － 4,043

Ⅲ．海外売上高の連結売上

高に占める割合（％）
4.9 6.2 4.5 1.2 16.9
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（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）東南アジア・・・・・・中国、香港、台湾、韓国

(2）欧州・・・・・・・・・イタリア、フランス

(3）北米・・・・・・・・・米国

(4）その他・・・・・・・・オーストラリア、ニュージーランド

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

【セグメント情報】
　

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは製品・サービス別セグメントから構成されており、「鉄鋼製品事業」、「モーターサイクル関連部品

事業」及び「不動産事業」の３区分を報告セグメントとしております。

鉄鋼製品事業はステンレス鋼帯、めっき鋼帯、みがき帯鋼、みがき特殊帯鋼等の製造・販売を行っております。モー

ターサイクル関連部品事業はチェーン、リムの製造・販売を行っております。不動産事業は不動産の賃貸、管理を行っ

ております。

　　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１
　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

鉄鋼製品事業
モーターサイ
クル関連部品
事業

不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 3,948 975 91 5,015 － 5,015
セグメント間の内部売
上高又は振替高

0 0 10 11 △11 －

計 3,949 976 101 5,026 △11 5,015

セグメント利益又は　セグ

メント損失（△）
△252 △184 70 △366 0 △366

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21

日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 28.70円 １株当たり純資産額 58.35円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 52.96円 １株当たり四半期純損失金額 29.73円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純損失（△）（百万円） △1,591 △893

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △1,591 △893

期中平均株式数（千株） 30,049 30,043

（重要な後発事象）

　　　　（子会社の会社分割（吸収分割）ならびに事業承継孫会社２社の株式の譲渡について）

　　　　　本件会社分割によりリム事業を承継するエキセルリム株式会社の株式の全部について、平成22年５月14日付け

　　　　の株式譲渡契約によりイタリア法人であるMW Italia S.p.Aに対して譲渡することが合意されており、当該株式

　　　　譲渡契約基づき、平成22年８月２日付けで、エキセルリム株式会社の発行済み株式の85.1％に相当する株式譲渡

　　　　が完了しました。

　　　　　また、アールケー・ジャパン株式会社の株式のうち90％についても同様に、平成22年５月14日付けの株式譲渡

　　　　契約によりマレーシア法人であるKilang Rantai S.A. Sdn. Bhd.に対して譲渡することが合意されており、当該

　　　　株式譲渡契約に基づき、平成22年８月２日付けで、アールケー・ジャパン株式会社の発行済み株式の90％に相当

　　　　する株式譲渡が完了しました。

　　　　　本件株式譲渡により見込まれる損失につきましては、当第１四半期連結会計期間に計上済みであります。　

　

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月10日

高砂鐵工株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　橋　一　生　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣　田　剛　樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高砂鐵工株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高砂鐵工株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月10日

高砂鐵工株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　橋　一　生　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣　田　剛　樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高砂鐵工株式会社の

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高砂鐵工株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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